
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊毛地域青少年育成広報紙 

第６０号（令和４年１２月発行） 

種子屋久通信 
 

発⾏：熊⽑地域⻘少年育成推進協議会 
住所：⻄之表市⻄之表 7590 番地 

（熊⽑支庁総務企画課内） 
TEL：0997-22-0498 
FAX：0997-23-1161 

「家庭の日」絵画・ポスター・標語作品 入賞おめでとうございます 

【優秀学校賞】 

屋久島町立神山小学校 

令和４年度鹿児島県「家庭の日」絵画・ポスター・標語の作品応募には，県内651校の小・中

学校から絵画の部に2,025点，ポスターの部に323点，標語の部に14,984点の応募があり，審査

の結果，熊毛地域からは11名（７校）の児童生徒と学校賞（１校）が入賞しましたのでご紹介

します。 

なお，入賞作品につきましては，下記のとおり展示予定です。 

 

 

 

中種子町立野間小学校４年 長谷部
は せ べ

 和奏
わ か な

 

 

 

 

中種子町立野間小学校１年 長谷部
は せ べ

 奏
そう

志
し

 

 

 

 

屋久島町立安房小学校３年 柳
やなぎ

鶴
づる

 愛
あい

花
か

 

 

 

 

みんなで海へ 

みんなでおやすみタイム 

家族みんなでたこやきパーティー 

《 絵画の部 》 

展 示 会 場 期     間 展 示 内 容 

国分シビックセンター 

２階共通ロビー 
令和４年12月８日（木）～ 12月21日（水） 

優良賞以上及び 

姶良・伊佐地域の努力賞 

奄美パーク 

県立奄美図書館 

令和５年２月18日（土）～ ２月23日（木） 

令和５年２月25日（土）～ ３月 ２日（木） 

優良賞以上及び 

大島地域の努力賞 

県青少年会館 令和５年３月17日（金）～ ６月 ４日（日） 
優良賞以上及び 

鹿児島地域の努力賞 

鹿児島県青少年育成県民会議ホームページでも公開しています 

記 
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西之表市立伊関小学校６年 古田
ふ る た

 海里
み さ と

 

 家族と朝ごはん 

 

 

 

中種子町立中種子中学校１年 末 
すえよし

 なの 

 家族との思い出 

《 標語の部 》 

だれのあし 

   ふとんのなかで 

      あてっこだ 

 

 

 

 

 

 

  中種子町立野間小学校１年 下村
しもむら

 桃可
も も か

 

 

 

 

 

だれのあし 

   ふとんのなかで 

      あてっこだ 

 

 

 

 

 

 

  屋久島町立安房小学校５年 木全
き ま た

 花
は

菜
な

 

弟たちのさわぐ声 

ためされる 

姉の力 

 

 

 

 

 

 

中種子町立増田小学校３年 日髙
ひ だ か

 美
み

愛
あ

 

 

 

 

 

 

 

  屋久島町立小瀬田小学校４年 藤原
ふじはら

 暖
はる

 

 

 

 

 

 

 

中種子町立中種子中学校２年 石堂
いしどう

 芽
め

衣
い

 

 

 

 

 

 

 

  中種子町立星原小学校５年 川畑
かわばた

 ねね 

お母さんとの 

 おしゃべりタイム 

  わたしのしやわせタイム 

 

夜ごはん 

   わたしの一品 

       おみそ汁 

 

ゲーム時間 

   へらせばふえる 

      家族の会話 

 おやすみで 

   終わった会話 

       また明日 

毎月第３土曜日は「青少年育成の日」です。 

（青少年は，未来の社会を創造する原動力です。） 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」です。 

（家庭は，子どもの人格形成の基盤です。） 

 

《 ポスターの部 》 
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熊毛の応募状況 

 

多数の応募ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 学校名 絵画 ポスター 標語  学校名 絵画 ポスター 標語 

西
之
表
市 

榕城小学校 １   南
種
子
町 

茎南小学校   ２ 

伊関小学校 ２ １ ３ 西野小学校 ２   

安城小学校   ３ 大川小学校 １  ３ 

古田小学校 １ １ ２ 

屋
久
島
町 

宮浦小学校   ３ 

住吉小学校   ３ 小瀬田小学校 ４  ３ 

中
種
子
町 

野間小学校 ５ １ ３ 神山小学校 32 ３  

増田小学校   ３ 安房小学校 ３  ３ 

星原小学校   ３ 岳南中学校  １  

納官小学校 ３   安房中学校  １  

油久小学校 ３ １ ３  合  計 65   17 40 

中種子中学校 ８ ８ ３      

-  3  -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆【西之表市】地域塾：ふるさとまなび～隊 「ヘキ☆コレにチャレンジ！」 

10 月 29 日（土）に令和４年度第５回

「ふるさとまなび～隊」活動を実施し，児

童13名が参加しました。 

今回の活動は，「ヘキ☆コレにチャレン

ジ！」と題して，「秋」と「冬」それぞれ

の季節で思いつくものを作り，壁面に飾

りつけをしました。 

☆【中種子町】地域塾：なかたねチャレンジ・キッズ「歴史を学ぼう！」 

10月 29日（土）「歴史をまなぼう！」と題し，火起こし

体験を実施しました。目的は，普段何気なく使っている

「火」を古代の人々はどのようにして起こしていたのか，

古代の知恵を自ら考え学び，古代の生活の様相や現代の生

活の豊かさを学ぶことです。 

実際に，古代の人々が使用されていた道具を使い，火起

こしを行いました。 

  

お菓子のパッケージを再利用した一味違った飾りつけも見られまし

た。作成した飾りつけをお互いに見せ合いながら，楽しそうに壁面に

貼りつけていく児童たちの姿が見られ，大変充実した活動となりま

した。 

火をつけるまでの，作業に子ども達は，「腕が痛い！」と叫びながらも

最後まで頑張っていました。 

「火」を起こすことの難しさを学び，今の生活は本当に便利だと改めて

気づかされる貴重な体験をすることができました。 

☆【屋久島町】町子ども会育成連絡協議会の取組：５年ぶりに口永良部島で交流会開催 

10 月 15日（土）～16日（日）に，口永良部島子ども会と松峯子ども会が口永良部島で交流会を開催

しました。 

 屋久島からは，松峯子ども会の７名が参加。緊張した様子で対面式を行いましたが，その後のニュー

スポーツやレクリエーションなどで交流を深め，あっという間に仲良くなっていました。夕方には本村

福祉館に移動し，全員でバーベキューや花火などを 

楽しみました。 

翌日，屋久島行きのフェリーには，たくさんの子 

どもたちが見送りに訪れ，再会を約束していました。 

 

 

地域塾・子ども会の活動紹介 
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☆【南種子町】平山地域「ヒロウィン・ナイトミュージアム」の開催 

10 月 30日（日）の17時から 20 時に広田遺跡ミュージアムにおいて，

ジュニア学芸員と平山小学校の児童等を対象とした，ハロウィンイベント

「ヒロウィン・ナイトミュージアム」を開催しました。 

人気漫画のキャラクターなどに仮装して来館した子ども達は，南種子町に

まつわる問題を解きながら完成させるクロスワードクイズに挑戦。 

ハロウィン仕様に彩られた館内の各ブースを思い思いに楽しむ様子が見ら

れました。 

 

☆【南種子町】下中地区公民館青少年育成部 11 月の活動「交流と学びの南種子探求ロゲイニング」 

11 月５日（土）に下中地区において，鹿児島大学が主催のアイランド

キャンパス事業が行われ，大学生と下中地区の子ども達が，ロゲイニング

や郷土カルタ大会などを通じて交流をしました。 
ロゲイニングでは，地区内の消火栓や避難所の看板など，防災に関連し

た箇所をチェックポイントにしました。チェックポイントでは「この施設

は何のためにあるのか」それぞれ意見を出し合い，防災について学習しま 

     した。 

 

〈体験ワークショップ〉 

〈クイズに挑戦〉 
〈ハロウィン風の仮装で参加〉 

 

11月 30日（水）に西之表市立現和小学校において，ワークショッ

プデザイナーの髙崎恵さんをコーディネーターとした「子どもたちの

男女共同参画学びの広場推進事業」が実施されました。当日は，アイ

スブレイク・指示絵描きタイム・YOUメッセージIメッセージ・グル

ープ分け・グループで話し合い・発表＆コメント・まとめの順に進め

られました。 

子どもたちは，今までしたことのないことに戸惑いつつも，その中

で考えながら楽しそうに活動していました。違うことは間違いではな

いと子どもたちの気づきもあり，今後の自尊感情の育成と良好な人間

関係づくりにつながることを期待したいと思います。 

 

☆【西之表市】西之表市立現和小学校：「子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業（ワークショップ）」 

地域の育成活動・学校の取組紹介 
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○初めて会った人ばかりだったけれ

ど，レクリエーションや様々な活動を通して，相手を知ることもでき

た。○他己紹介することによって相手とコミュニケーションをとる

ことができた。○各市町のJLCの活動や課題を共有できたのが，今日 

 

☆熊毛地区子ども会育成連絡協議会・南種子町公民館青少年育成部連絡協議会主催 

                ：熊毛地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修開催 

 

 

かごしま子ども・若者総合相談セン

ターの巡回相談会前日に，西之表市

教育委員会社会教育課による講演会

が開催されました。 

今回講演をきくにあたり，「スマホやゲームの長時間使用

は子どもの発達に悪影響を及ぼす」という漠然としたイメ

ージはもっていたものの，その理由まで説明できない私に

とって，今回の講義はとても有意義なものとなった。 

 ３歳と４歳の二児の母として，子育てまっただ中の私に

とってスマホはかかせない。こども園の連絡帳，週報チェ

ック，ラインチェック，行事での写真・動画撮影，夕ご飯の

時短レシピ検索，ネット通販で子供服のセールがはじまれ

ば慌ててチェック，そして子どもが移動時にぐずったとき

の必殺YouTube！あげればきりがない。 ゲームはさせてい

ないし，長時間スマホやテレビを見せているわけではない

ので，いいかな！なんてのんきに考えていた。便利さと引

き換えに失うものの代償ははかりしれないと痛感した。メ

ディアの連続視聴時間が多いほど発語に遅れがみられるこ 
 

 
と，画面の高さの５倍の距離でないと目に悪いということ，寝ていても就寝前にブルーライトを浴びているかどうかで，脳の

血流量に差があること，こういったスマホやゲーム等のメディアがもたらすデメリットを理解したうえで使用するのとそうで

ないのとでは，大きな違いがあると思う。 

今回，講演会は夕方の時間であったため，子育て世代の参加があまりみられなかった。子育て世代としては，夕方の時間は

慌ただしく，１日の中でも１番忙しい時間。子どもを他に預ける場所がなければ，参加もできない。というか，時間に追われ

て考える余裕もないかもしれない。貴重な講演会をきけた者として，一人でも多くの同じ子育て世代の親に伝えたいし，でき

れば子どもを預けて参加できるような講演会だったら参加者も増えてくるかなと思った。 

 

【参加者に感想を聞いてみましたのでご紹介！】 

11月 26日（土）南種子町立中央公民館において，令和４年

度熊毛地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修が開催され，

熊毛地区内の高校生 11 名が参加しました。南種子町のジュニ

ア・リーダークラブ「コスモス」のメンバーが中心となって，

レクリエーションやKYT（危険予知トレーニング），活動発表等

を行ったり，『創るということ』と題して，UDCK（柏の葉アーバ

ンデザインセンター）アート＆コミュニケーションディレクタ

ー種子島宇宙芸術祭アドバイザーの小山田裕彦氏による講演

がありました。 
【参加した高校生の声】 

 

 

の一番の収穫だった。お互いの意見を参考にして今後役立てていきたい。○「KYTの実際」で

は，危険予知トレーニングの中で，シェアリングの重要性を知ることができた。○何かを創る

ときに大切になる考え方（公共空間の活用，道具やルールの共有化等）学べた。一つの分野だ

けではなく，様々な分野を学び，それらをつなげていくことが，新しい技術を創るときに大切

になってくるのっだと思った。 
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